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No.１５０２ 

202１年 12 月 24 日 

古河電気工業株式会社 

古河電池株式会社 

 

EV まちづくりプロジェクトにバイポーラ型鉛蓄電池を供給 

～ EV を中心としたまちづくりと電力レジリエンス強化に貢献 ～ 

古河電気工業株式会社（本社：東京都千代田区大手町 2 丁目 6 番 4 号、代表取締役社長：小林

敬一）と古河電池株式会社（本社：神奈川県横浜市保土ヶ谷区星川 2 丁目 4 番 1 号、代表取締役社

長：小野眞一）（以下、古河電工グループ両社）は、佐賀県上峰町と九州電力グループの連携協定にお

ける「EV を中心としたまちづくりプロジェクト」に対し、バイポーラ型鉛蓄電池を供給します。 

 

◼ 背景 

佐賀県上峰町と九州電力グループは、2021 年 12 月 24 日、佐賀県上峰町の進める『上峰まちづくりプ

ラン』 と九州電力グループが進める『カーボンニュートラルビジョン 2050』の実現に向けて、相互の連携を強化す

る協定を締結したことを発表しました。この協定では「ゼロカーボン社会に向けた共創」を目的とし、「EV を中心と

したまちづくり」のプロジェクトが行われる予定です。 

 

◼ 内容 

古河電工グループ両社は、協定の目的に賛同し、バイポーラ型鉛蓄電池を供給します。このプロジェクトを

通じて、EV など電気を活用したまちづくり、ならびに蓄電池を活用した災害などの緊急時における電力レジリエン

スの強化に貢献します。 

 

バイポーラ型鉛蓄電池の特徴 

本蓄電池は、以下の特性を兼ね備えた長周期用途の電力貯蔵用蓄電池です。 

① 安全性：消防法上の危険物に該当しない不燃性の電解液を用いているため、安全な使用に寄与しま

す。 

② 省スペース性：バイポーラ型の電極構造により従来の鉛蓄電池に対し小型・軽量で、消防法の制約が少

ないためスペース効率よく電池を配置することができます。 

③ 保守・メンテンナンス性：従来の鉛蓄電池と同様の良好な保守メンテナンス性を備えています。 

④ トータルコスト：バイポーラ型の電極構造の採用により部品点数を抑えられ、空調等、温度管理設備も

簡略化が可能なため、電力貯蔵用リチウムイオン蓄電池との比較においてトータルコストを抑えられます。 

⑤ リサイクル性：従来の鉛蓄電池と同様に高いリサイクル性が見込めます。 
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◼ 古河電工グループの SDGs への取り組み 

当社グループは、国連で採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」を念

頭に置き、2030 年をターゲットとした「古河電工グループ ビジョン 2030」を策

定して、「地球環境を守り、安全・安心・快適な生活を実現するため、情報/エ

ネルギー/モビリティが融合した社会基盤を創る。」に向けた取り組みを進めてい

ます。ビジョン 2030 の達成に向けて、中長期的な企業価値向上を目指す

ESG 経営を Open，Agile，Innovative に推進し、SDGs の達成に貢献

します。 

 

古河電工グループの SDGs への取り組み 

https://furukawaelectric.disclosure.site/ja/themes/182 

 

 

◼ お問い合わせ先 

古河電気工業株式会社 古河電池株式会社 

広報部 村越 

E-MAIL： fec.pub@furukawaelectric.com 

戦略企画部 

E-MAIL：fb@furukawadenchi.co.jp 
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